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写真上で立木本数が正確に測定できる林分 (500本/ha未満程度) を対象とする場合は, 材横式として
Ⅴ=aHbNC




ただし, 上式においてⅤは材積, Hは樹高, Nはhaあたり本数で,a,ち,C は定数とする｡




最後に, こうした検討結果に基づいて航空林分材積表を実際に作成し, 本材積表が, 精度的に高く, し
かも実用的な材積表となることを明らかにしている｡
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てきたが, 基準となる測定因子が模索されつつも, それは精度的に高く, しかも実用的な航空林分材積表
という形において完成されるにはいたっていない｡
著者は, この点に着目し, まず材積表のもとになる材横式を, 航空写真をふまえて検討した結果, ha
あたり立木本数がほぼ500 本を境として, それ以下の林分に対しては樹高と本数を変動因子とし, 本数が
それ以上の場合には, 本数を層化に用い, 樹高のみを変動因子とする材横式を用いるのが適当であること
を見出した｡
なお層化する場合の層の幅は, 本数の多い場合には広 く, 少ない場合には狭 くすべきことを理論的に立
証している｡
上述の綿密な基礎的研究の結果, 現実のスギ人工林を対象に航空林分材横表を作成したが, これは山岳
林にとむわが国において, 航空写真を用いて効率的な森林の蓄積調査を行なう上に, 有力な指針を与えた
ものであり, 林学界に寄与するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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